
STROKE LAB  /  独自記録補助票

介護者面談・結果参照シート
J-ZBI_8の正式質問紙・採点用紙ではありません。
正式用紙による結果を参照し、面談と支援内容を別に記録します。
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01  基本情報

記録日：　　　　　年　　　月　　　日　　担当者：
介護者ID／続柄：　　　　　　　　　要介護者ID：
同居・別居：　　　　　　　　　　　面談同席者：

02  正式結果の参照（実施・集計済みの場合のみ）

正式用紙の版・実施日：
結果の参照元／保管先：
合計：　　　　／32点　　採点を確認した担当者：
未実施・未回答・集計保留の場合は、理由：

03  回答・面談の条件

回答者／記入者、読み上げ等の補助、回答に影響した状況を記録。

04  介護者の言葉・優先したいこと

本人の表現を残す。正式尺度の質問や回答を再構成する欄ではありません。

05  生活背景・支援に必要な確認

睡眠・休息、介護の分担、利用サービス、最近の変化など。

記録上の注意
未回答を0点にせず、独自の補完や換算をしない。支援の要否を点数だけで決めない。

正式な実施・採点・回答補助の扱いは、三京房の使用手引で確認してください。



STROKE LAB  /  独自記録補助票

支援計画・再確認シート
J-ZBI_8の正式質問紙・採点用紙ではありません。
正式用紙による結果を参照し、面談と支援内容を別に記録します。
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01  記録の対応

介護者ID：　　　　　　　　　記録日：　　　　　　　担当者：

02  優先する困りごと・安全上の懸念

具体的な場面、頻度、本人が望む支援。緊急性があれば連携を優先。

03  合意した支援

実施すること／担当する人・機関／開始日・期限を記録。

04  情報共有

共有先・共有内容・本人の意向や同意の確認：

05  再確認の予定と実施後の変化

予定日：　　　　　　　　確認する生活の変化／支援の実施状況：

位置づけ・参照資料
本票はSTROKE LAB独自の面談補助票です。尺度の得点を算出する機能はありません。
尺度情報：荒井・田宮・矢野（2003）日本老年医学会雑誌 40:497-503.
正式用紙・使用手引：三京房  https://www.sankyobo.co.jp/J-ZBI.html
本票の面談項目・支援欄は編集上の提案で、J-ZBI_8の追加項目ではありません。


